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ザ
ビ
エ
ル
教
会
が
千
人
超

信
徒
総
数
な
ど
こ
こ
数
年
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
鹿
児

島
教
区
で
、
注
目
で
き
る
と
い

え
ば
ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
信
徒
総

数
。
初
め
て
大
台
を
超
え
て
一

〇
〇
二
人
が
所
属
す
る
教
会
と

な
っ
た
。

鹿
児
島
教
区
で
過
去
、
千

人
を
超
え
た
教
会
は
奄
美
市

の
聖
心
教
会
だ
け
。
聖
心
教

会
は
一
九
六
七
年
に
千
人
を
超

え
、
一
九
八
六
年
に
は
千
四
百

近
く
ま
で
信
徒
の
数
を
増
や

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

一
九
八
八
年
の
統
計
か
ら
は

九
百
人
台
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

当
時
の
主
任
司
祭
の
司
牧
的
配

慮
か
ら
居
所
不
明
者
を
洗
い
出

し
、
実
態
に
合
う
も
の
に
修
正

し
た
こ
と
に
よ
る
。
以
来
、
鹿

児
島
教
区
に
千
人
を
超
え
る
小

教
区
は
な
か
っ
た
。
ザ
ビ
エ
ル
教

会
に
は
カ
テ
ド
ラ
ル
と
し
て
今
後

も
他
の
小
教
区
を
リ
ー
ド
し
て
欲
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寝
占
神
父
は
﹁
被
災
地
の
話
題

が
少
な
く
な
り
私
た
ち
の
関
心

も
薄
く
な
り
が
ち―

。
で
も
被

災
地
の
方
々
の
苦
し
み
は
益
々

深
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
槌

ベ
ー
ス
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

数
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
祈

り
と
具
体
的
な
動
き
で
被
災

地
を
支
え
て
あ
げ
た
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
は
主
任
神

父
様
に
相
談
し
た
上
で
教
区
本

部
ま
で
知
ら
せ
て
欲
し
い
﹂
と

語
っ
た
。

し
い
﹂
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。説

教
後
に
司
祭
た
ち
は
司

祭
の
約
束
を
更
新
し
、
ま
た
信

者
た
ち
と
一
緒
に
司
祭
、
司
教

が
そ
の
役
務
を
ま
っ
と
う
で
き

る
よ
う
に
心
を
合
わ
せ
て
祈
っ

た
。ミ

サ
の
中
で
聖
別
さ
れ
た
病

者
の
た
め
の
油
、
洗
礼
志
願
油
、

聖
香
油
は
こ
の
日
の
う
ち
に
司

祭
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
担
当
に

教
会
に
持
ち
帰
ら
れ
た
。

し
い
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ミ
サ
へ
の
参
列
者

ミ
サ
へ
の
参
列
者
の
割
合

は
ク
リ
ス
マ
ス
が
五
〇
％
程

度
、
復
活
祭
が
四
一
％
を
保
っ

て
い
る
も
の
の
、
主
日
の
ミ

サ
は
二
六
％
程
度
に
留
ま
っ
て

い
る
。
主
の
日
に
つ
い
て
考
え

る
べ
き
と
の
結
果
が
表
れ
て
い

た
。

教
区
広
報
部
は
﹁
小
教
区
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
を
教
区
報

に
掲
載
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
﹂
と
一
九
九
六
年
に
﹁
小
教

区
レ
ポ
ー
タ
ー
制
﹂
を
導
入
し
、

信
徒
の
皆
さ
ん
に
小
教
区
か
ら

の
ニ
ュ
ー
ス
の
提
供
を
お
願
い

し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
制
度
は
司
祭
の
異
動
や
信
徒

の
移
動
で
定
着
せ
ず
、
現
在
で

教
区
の
信
徒
総
数
は
九
二
一
六

二
〇
一
一
年
の
教
区
教
勢
ま
と
ま
る

四
月
九
日
︵
月
︶
教
区
本
部

で
に
開
催
さ
れ
た
司
祭
評
議
会

で
は
﹁
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
助
成
金
交
付
要
綱
﹂
が
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
承
認
を

受
け
て
、
翌
日
の
定
例
司
祭
集

会
︵
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
︶
で
主
任

司
祭
に
交
付
要
綱
が
配
布
さ
れ

た
。
こ
の
要
綱
は
被
災
地
に
出

掛
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
通

費
を
助
成
す
る
た
め
の
も
の
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
﹁
交

付
要
綱
﹂
を
確
認
し
、
教
区
本

部
︵
寝
占
神
父
︶
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
欲
し
い
。

教
区
の
窓
口
に
な
っ
て
い
る

聖
木
曜
日
の
四
月
五
日
、
鹿

児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル

記
念
聖
堂
で
恒
例
の
聖
香
油
の

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
こ
の

日
、
司
教
と
と
も
に
祭
壇
を

囲
み
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
の
は

二
十
三
人
の
司
祭
た
ち
、
こ
れ

に
終
身
助
祭
五
人
が
仕
え
、
百

人
近
い
信
徒
が
参
列
し
た
。

ミ
サ
中
説
教
し
た
郡
山
司
教

は
、
﹁
人
間
の
個
性
は
ア
ク
の

強
さ
に
つ
な
が
り
、
し
ば
し
ば

そ
う
い
う
司
祭
に
信
者
た
ち
は

失
望
も
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
イ
エ
ス
の
呼
び
か
け
に
こ

た
え
た
者
た
ち
だ
。
イ
エ
ス
は

﹃
こ
の
人
た
ち
の
足
り
な
さ
は

私
に
免
じ
て
許
し
て
欲
し
い
﹄

と
言
わ
れ
る
は
ず
。
だ
か
ら
こ

こ
に
い
る
司
祭
た
ち
が
持
つ
よ

い
と
こ
ろ
が
輝
け
る
よ
う
に
祈

り
、
信
者
が
司
祭
を
育
て
て
欲

二
〇
一
一
年
の
鹿
児
島
教
区
の
教
勢
︵
二
〇
一
一
年
十
二
月

三
十
一
日
現
在
︶
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
信
徒
総
数

は
九
二
一
六
で
前
年
の
調
査
よ
り
六
五
人
の
減
、
信
徒
総
数
か

ら
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
居
所
不
明
者
数
︵
三
六
六
︶
を
引
い

た
信
徒
実
数
は
八
八
五
〇
だ
っ
た
。

司
祭
の
た
め
に
祈
る

今
年
の
聖
香
油
ミ
サ

先
日
、
姪
の
結
婚
式
の
司
式
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
姪
は
七
年
前

に
亡
く
な
っ
た
妹
の
子
供
で
す
。

妹
は
四
人
の
女
の
子
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
亡
く
な
る
時
、
下
の
子
は

ま
だ
小
学
生
で
し
た
。
無
念
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
阿
久
根
の

結
婚
式
の
た
め
に
だ
け
つ
く
ら
れ
た
チ
ャ
ペ
ル

を
見
た
時
、
教

会
で
や
れ
な
い
こ

と
は
残
念
で
し
た

が
、
妹
が
カ
ト
リ
ッ

ク
式
で
や
れ
る
よ

う
に
取
り
次
い
で
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
し

た
。
式
の
は
じ
め
に
﹁
い
つ
く
し
み
深
き
﹂
を
歌
っ

て
い
る
と
き
、
姪
が
泣
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

妹
の
こ
と
は
説
教
で
は
言
わ
な
い
こ
と
に
し
ま

し
た
。
話
し
た
こ
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

﹁
お
二
人
は
赤
い
糸
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
カ

ト
リ
ッ
ク
式
で
は
そ
の
こ
と
を
神
の
計
ら
い
、

神
の
計
画
と
呼
び
ま
す
。
神
の
計
画
と
す
れ
ば
、

神
の
愛
と
恵
み
が
二
人
の
中
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
閉
鎖
的
に
な
ら
な
い
で
、
二
人

の
幸
せ
を
ま
わ
り
の
人
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

ふ
つ
う
は
与
え
た
分
、
減
っ
て
し
ま
う
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
が
、
神
の
愛
は
そ
れ
と
は
ま
っ

た
く
逆
で
す
。
﹂

そ
し
て
次
の
こ
と
を
付
け
加
え
ま
し
た
。

﹁
意
見
が
対
立
し
た
と
き
、
互
い
を
思
い
や
る

唯
一
の
時
が
や
っ
て
来
た
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

疑
い
が
起
こ
っ
た
と
き
、
永
遠
に
繋
が
る
信
頼

を
つ
く
り
上
げ
る
唯
一
の
時

が
来
た
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

将
来
に
対
す
る
不
安
が
起

こ
っ
た
と
き
、
一
番
大
切
な

も
の
を
確
認
し
合
う
時
が

来
た
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
﹂

式
は
無
事
終
了
し
、
披
露
宴
と
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。
今
春
結
婚
を
望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

信
者
の
方
々
、
ど
う
ぞ
教
会
に
い
ら
し
て
下
さ

い
。
そ
し
て
、
神
父
さ
ま
に
そ
の
意
向
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
出
来
る
限
り
信
者
の
祈

り
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た
教
会
で
結
婚
式
を
行
い
、

新
し
い
人
生
を
ス
タ
ー
ト
し
て
下
さ
い
。

︵
教
区
本
部 

寝
占
敦
之
︶

新風

結

婚

式

暗闇にほんのり
ザビエル像ライトアップ

ザ
ビ
エ
ル
公
園
内
に
あ
る
ザ
ビ
エ
ル
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
、
ヤ

ジ
ロ
ウ
の
三
体
の
像
が
三
月
二
十
二
日
夜
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
立
か
ら
十
三
年
、
こ
れ
ま
で

夜
間
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
郷
土
の
誇
り
の
姿
が

暗
闇
の
中
に
ほ
ん
の
り
浮
か
び
上
が
っ
た
。

司
祭
評
議
会
で
助
成
金
交
付
を
承
認

被
災
地
で
働
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
に

は
ご
く
限
ら
れ
た
レ
ポ
ー
タ
ー

し
か
確
認
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
﹁
こ
の

ま
ま
で
は
内
容
あ
る
紙
面
作
り

は
不
可
能
﹂
と
考
え
た
広
報
部

で
は
、
司
祭
評
議
会
に
も
諮
っ

た
上
で
、
改
め
て
﹁
小
教
区
レ

ポ
ー
タ
ー
制
﹂
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
た
。

今
回
も
レ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
は
主
任
司
祭
か
ら
推
薦
し
て

も
ら
う
が
、
正
式
に
司
教
か
ら

の
任
命
を
受
け
て
担
当
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。
四
月
二
十

日
現
在
で
、
主
任
司
祭
か
ら
推

薦
が
あ
っ
た
の
は
、
以
下
の
通

り
︵
敬
称
略
︶
。

川
口
茂
、
迫
田
久
光
︵
以
上
、

加
世
田
教
会
︶
、
岡
本
ひ
ろ
子

︵
阿
久
根
教
会
︶
、
泉
広
海
︵
鴨

池
教
会
︶
、
永
井
勲
、
西
田
時

子
︵
指
宿
︶
、
浜
田
ス
ミ
子
︵
徳

之
島
教
会
︶
、
栄
ハ
ル
︵
瀬
留

教
会
︶
、
橋
口
絹
代
︵
入
来
教

会
︶
、
久
保
政
博
︵
溝
辺
教
会
︶
、

平
三
國
︵
大
熊
教
会
︶
、
玉
里

教
会
広
報
委
員
会
。

十
の
小
教
区
か
ら
推
薦

小
教
区
レ
ポ
ー
タ
ー

▼
サ
ン
ト
ス
・
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル

神
父
︵
神
言
修
道
会
︶
は
、
三

年
契
約
で
鹿
児
島
教
区
へ
。
教

区
本
部
付
、
滞
日
外
国
人
司
牧

担
当
。
六
十
三
歳
。

▼
Ｇ
・
テ
ィ
エ
ン
神
父
︵
小
宿

小
教
区
主
任
司
祭
︶
は
、
現

職
の
ま
ま
ベ
ト
ナ
ム
人
司
牧

召
命
担
当
。

教
区
人
事
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どなたでも、いつからでも、どの講座でも、ご自分のペースでご受講

いただけます。

わかりやすく書かれたテキストを読んだ後、解答はがきの設問（3～

4問）に答えを書き込んでご返送いただきます。キリスト教を知りたい、

学びたいと希望されながらさまざまな理由で教会にいらっしゃれない方

や、受洗後、より学習を深めたい方がたに最適です。「幸せな結婚」は結

婚準備講座としてもご活用いただけます。

〈全 7講座〉

T001�キリスト教とは キリスト教の概要をやさしく説明。

T002�聖書入門〔㈵〕  四福音書を通してイエスの生涯をたどる。�

T003�キリスト教入門 秘跡や信仰生活など。受洗準備にも。

T004�神・発見の手引 人生、自然などを通して神に気付く。

T005�聖書入門〔㈼〕  使徒言行録、書簡集、黙示録を扱う。

T006�幸せな結婚   結婚の意味や愛、幸福などについて。

T007�生きること・死ぬこと 

��������������������� 産むこと、老いること、旅立つ人に寄りそう

��������������������� ケア、いのちに関する問題を考察する。

受講料：T001 ～ T004� 4500 円（教材費・税込）

    T005 ～ T007� 5000 円（教材費・税込）

［お申込み方法］

郵便局に備え付けの振替用紙にご希望の講座名・講座番号（T001 ～

T007）をご記入のうえ、受講料を下記にお振込みください。

振替口座番号 ： 00170-2-84745

加入者名   ： オリエンス宗教研究所

●詳しくはホームページ（http://www.oriens.or.jp/）、通信講座の携帯

サイト（http://www.oriens.or.jp/mobile/�）、パンフレットをご覧く

ださい。（ご希望の方にはパンフレットをお送りいたします）

〈お問い合わせ・お申し込み〉

オリエンス宗教研究所 カトリック通信講座

〒 156-0043 東京都世田谷区松原 2-28-5

��:�03-3322-7601�����:�03-3325-5322

URL�:�http://www.oriens.or.jp

テ
ー
マ
：
希
望
を
も
た
ら
す

力―

そ
れ
で
も
人
生
に
イ
エ

ス
と
言
う

日 

時
：
六
月
九
日
︵
土
︶
～

十
日
︵
日
︶

会 

場
：
か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー
︵
鹿
児
島
市
山
下

町
一
四―

五
〇
︶

［
内 

容
］

九
日
︵
土
︶
午
前
中
は
会
員
総

会
。
全
国
大
会
は
午
後
か
ら
。

①
講
演
一
﹁
大
災
害
に
直
面
し

た
医
師
の
叫
び
～
医
療
の
限

界
﹂

 
 

長
谷
川
有
史
准
教
授
︵
福

島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
救

急
医
療
学
講
座
︶

②
講
演
二
﹁
心
を
支
え
る
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
﹂

 
 

林
章
敏
先
生
︵
聖
路
加
国

際
病
院
緩
和
ケ
ア
科
医
長
︶

③
グ
ル
ー
プ
討
論

十
日
︵
日
︶

①
資
格
認
定
式

②
特
別
講
演
﹁
臨
床
の
ア
ー
ト

～
最
後
ま
で
人
間
ら
し
く
﹂

 
 

グ
ロ
ネ
マ
イ
ア
ー
・
ラ
イ

メ
ル
教
授
︵
ギ
ー
セ
ン
・
ユ

ス
ト
ゥ
ス
・
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
大

学
社
会
科
学
部
︶

③
現
場
か
ら
の
報
告
︵
一
般
演

題
︶

申
込
締
切
：
五
月
二
十
一
日

＝
問
合
せ
＝

特
定
非
営
利
活
動
法
人
﹁
臨

床
パ
ス
ト
ラ
ル
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
﹂
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

 

担
当
本
田
︵
�
〇
九
九―

二
五
二―

八
八
八
一�

椏
�ﾜ

二―

八
八
九
〇
︶

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神と出会う イエス・キリストと出会う 自分と出会う

カトリック通信講座のご案内

参

加

者

募

集

第
15
回
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
全
国
大
会

ザビエル書院の窓

女子パウロ会から届けられた一冊

の本。やさしい色使いの表紙にこれ

またやさしいタイトル「詞華集 日

だまりに」とあった。中に刻まれて

いる文言は、多くの人たちの心の叫

び。読むというより、見つけるべき

もの。自分の心とピタリと合致する

言葉と出合える一冊。

女子パウロ会

定価 1,000 円

（税別）
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ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
ア
ン
神
父

は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
二
十
二

日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で

叙
階
さ
れ
、
鹿
児
島
教
区
で
日

本
語
等
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
三
月

二
十
七
日
に
大
熊
小
教
区
主

任
司
祭
と
し
て
来
島
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
間
司
牧

さ
れ
、
今
年
の
教
区
の
人
事
異

動
で
ザ
ビ
エ
ル
教
会
主
任
司
祭

と
な
っ
た
た
め
、
大
熊
を
離
れ

て
い
き
ま
し
た
。
神
父
さ
ま
の

四
カ
年
に
お
け
る
歩
み
に
つ
い

て
は
そ
の
活
動
が

時
々
教
区
報
に
載
り

ま
し
た
。

神
父
さ
ま
の
活
動

の
ハ
ー
ド
面
︵
物
質

的
︶
、
ソ
フ
ト
面
︵
精

神
的
︶
を
少
し
紹
介

し
ま
す
と
、
ハ
ー
ド

面
で
は
芦
花
部
教
会

の
新
祭
壇
と
新
聖
堂

を
設
置
、
そ
れ
に
電

子
オ
ル
ガ
ン
も
購
入

し
ま
し
た
。
和
光
園
教
会
の
ル

ル
ド
に
電
飾
を
施
し
、
聖
堂
内

に
故
人
の
安
息
の
た
め
の
碑
を

設
置
、
そ
し
て
玄
関
の
ド
ア
を

車
椅
子
で
も
自
由
に
出
入
り
で

き
る
よ
う
に
自
動
ド
ア
に
改
造

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
聖
堂
屋
上

の
十
字
架
を
改
修
し
、
鐘
楼
と

な
る
よ
う
鐘
を
取
り
付
け
ま
し

た
。ソ

フ
ト
面
で
は
、
聖
体
賛
美

式
を
毎
月
、
大
熊
教
会
と
浦
上

教
会
で
行
う
よ
う
に
し
、
さ
ら

に
毎
年
﹁
召
命
の
集
い
﹂
を
開

催
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

神
父
さ
ま
は
か
ね
て
か
ら

﹁
大
熊
教
会
に
は
ル
ル
ド
が
な

く
、
教
会
屋
外
に
マ
リ
ア
像

が
な
い
の
を
残
念
﹂
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
大
熊

教
会
か
ら
の
離
任
を
知
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
教
会
に
マ
リ
ア

像
を
贈
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
。
そ
の
マ
リ
ア
像
は
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
取
り
寄
せ
た
大
理
石
製

︵
一
・
四
メ
ー
ト
ル
︶
の
ほ
ほ
笑

み
の
聖
母
立
像
で
す
。
完
成

し
た
像
は
船
で
運
ば
れ
、
三
月

二
十
六
日
の
朝
に
大
熊
教
会
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
台
座
を
つ
く
り
安

置
す
る
予
定
で
す
。
神
父
さ
ま

が
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
マ
リ
ア

さ
ま
は
、
神
父
さ
ま
最
初
の
任

地
と
も
言
え
る
大
熊
教
会
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、

信
者
た
ち
が
神
父
さ
ま
の
温
か

い
人
柄
と
そ
の
働
き
を
思
い
だ

す
よ
す
が
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

︵
大
熊
小
教
区 

平 

三
國
︶

3
日
︵
木
︶
聖
フ
ィ
リ
ポ 

聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

▼
石
田
望
神
父
霊
名
︵
聖
フ
ィ
リ
ポ
︶

▼
福
崎
英
雄
神
父
霊
名
︵
聖
ヤ
コ
ブ
︶

4
日
︵
金
︶
盛
克
志
神
父
叙
階
記
念
︵
一
九
九
一
年
︶

6
日
︵
日
︶
復
活
節
第
五
主
日

12
日
︵
土
︶
宣
教
学
校
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分

13
日
︵
日
︶
復
活
節
第
六
主
日

▼
経
済
問
題
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
世
界
広
報
の
日
︵
献
金
︶

14
日
︵
月
︶
聖
マ
チ
ア
使
徒

17
日
︵
木
︶
デ
ィ
ー
ノ
神
父
叙
階
記
念
︵
一
九
九
八
年
︶

20
日
︵
日
︶
主
の
昇
天

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会
・
薩
来
園
・
12
時
30
分

▼
典
礼
研
修
会
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
13
時
30
分

▼
デ
ィ
ー
ノ
神
父
霊
名
︵
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
︶

21
日
︵
月
︶
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
講
座
﹁
旧
約

の
預
言
と
現
代
の
預
言
﹂・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
集
会
室
・
10

時
・
五
百
円

▼
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

22
日
︵
火
︶
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
﹁
傾
聴
の
実

践
﹂
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
集
会
室
・
18
時
30
分
・
五
百
円

27
日
︵
日
︶
聖
霊
降
臨
の
主
日

▼
姶
良
教
会
堅
信
式

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

28
日
︵
月
︶
三
教
区
司
祭
合
同
黙
想
会
・
・
霧
島
市
・
～
6
月
1
日

ま
で

31
日
︵
木
︶
聖
母
の
訪
問

▼
ド
ゥ
ン
神
父
叙
階
記
念
︵
二
〇
〇
七
年
︶

▼
タ
ム
神
父
叙
階
記
念
︵
二
〇
〇
七
年
︶

︻
ノ
ベ
ナ
の
祈
り
の
意
向
︼

5
月
20
日
～
28
日
﹁
司
祭
の
た
め
﹂

5

月

の

会

と

催

し

▼
聖
霊
に
よ
る
刷
新
セ
ミ
ナ
ー

三
月
二
十
一
日
︵
水
︶
ザ
ビ

エ
ル
教
会
で
﹁
聖
霊
に
よ
る
信

仰
の
刷
新
セ
ミ
ナ
ー
﹂
が
開
催

さ
れ
、
九
十
人
の
信
者
た
ち
が

出
席
し
、
講
師
の
ミ
オ
・
バ
ラ

大
熊
教
会
に
マ
リ
ア
像
寄
贈

離
任
に
際
し
ア
ン
神
父

八
日
︵
日
︶
に
あ
り
、
信
者
た

ち
と
聖
母
マ
リ
ア
と
の
距
離
が

い
っ
そ
う
近
く
な
っ
た
。

▼
聖
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
合
唱
団

谷
山
教
会
の
聖
ア
ル
フ
ォ

ン
ソ
合
唱
団
が
三
月
二
十
九
日

︵
木
︶
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
鹿
児
島
国
際
大
学

の
学
生
ら
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、
バ
ッ
ハ
作
曲
の
﹁
マ
グ
ニ

フ
ィ
カ
ー
ト
﹂
、
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
作
曲
の
﹁
レ
ク
イ
エ
ム
﹂
を

披
露
し
た
。

会
場
に
は
大
勢
の
信
者
や
市

民
が
駆
け
つ
け
、
ウ
ー
ベ
・
ハ

イ
ル
マ
ン
先
生
の
指
揮
で
の
美

し
い
歌
声
に
拍
手
を
送
っ
た
。

︻
四
面
に
関
連
記
事
︼

五
月
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
、
子
供
の
日
に

母
の
日
だ
が
、
教
会
で
は
、
何
と
言
っ
て
も
聖

母
月
だ
。
聖
母
月
の
起
こ
り
は
近
世
と
い
う
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
、
つ
ま

り
十
五
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
頃
で
、
宗
教
革

命
も
起
こ
っ
た
時
代
だ
。
こ
れ
ま
で
の
教
会
中

心
主
義
か
ら
い
わ
ば
世
俗
礼
賛
の
時
代
へ
の
転

換
期
に
当
た
る
。
そ
ん
な
激
動
の
時
代
、
聖
母

月
の
信
心
が
十
八
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
で
盛
ん
に

な
っ
た
と
い
う
の
も
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
し
て
聖
母
月
を
五
月
と
定
め
た
の
も
。
そ
れ

は
﹁
春
が
や
っ
て
き
て
花
に
包
ま
れ
る
美
し
い

季
節
﹂
と
い
う
北
欧
の
人
々
の
季
節
感
に
よ
る

も
の
ら
し
い
の
だ
が
、
何
よ
り
も
、
五
月
は
主

の
復
活
に
続
く
月
で
あ
り
、
必
ず
復
活
節
の
中

に
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
五
月
は
、
や
は
り
、

聖
母
月
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
季
節
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

五
月
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
聖
母
月
の
聖
歌

だ
。
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
﹁
さ
つ
き
の

き
さ
き
を
﹂
︵
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
歌
三
五
一
番
︶

で
、
百
合
の
花
を
は
じ
め
、
色
と
り
ど
り
の
草

花
に
飾
ら
れ
た
自
然
界
を
描
写
す
る
一
番
と
二

番
の
歌
詞
に
は
思
わ
ず
心
が
躍
り
だ
す
。
そ
し

て
、
三
番
と
四
番
で
は
、
手
に
手
に
百
合
の
花

を
か
ざ
し
て
聖
母
を
称
え
る
人
の
群
れ
と
、
マ

リ
ア
様
か
ら
注
が
れ
る
恵
み
の
風
に
潤
さ
れ
た

地
上
の
隅
々
に
平
和
が
満
ち
て
い
く
さ
ま
が
歌

わ
れ
て
締
め
く
く
ら
れ
る
。

子
供
の
頃
は
、
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
﹁
ゆ
り
咲
く
季
節
﹂
の
と
こ
ろ

だ
け
は
、
島
の
野
山
に
咲
く
白
い
ユ
リ
が
思
わ

れ
て
親
し
み
を
感
じ
た
も
の
だ
。
そ
の
せ
い
か
、

こ
の
聖
歌
は
と
く
に
記
憶
に
あ
る
。
若
い
人
々

に
は
無
縁
の
聖
歌
だ
と
し
た
ら
残
念
だ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
聖
歌
に
は
、
古
典

的
な
霊
性
の
香
り
は
す
る
と
し
て
も
、
マ
リ
ア

様
を
母
と
慕
う
子
供
の
気
持
ち
に
溢
れ
て
い
る
。

反
カ
ト
リ
ッ
ク
が
勃
興
す
る
中
で
マ
リ
ア
様
が

過
小
評
価
さ
れ
る
こ
と
へ
の
怒
り
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
母
を
慕
い
、
平
和
を
祈
る
人
々
の
哀

切
を
極
め
た
聖
母
賛
歌

で
あ
る
と
こ
ろ
が
気
高

い
。

聖
母
月
を
迎
え
た
喜
び

の
う
ち
に
、
マ
リ
ア
様

へ
の
賛
歌
が
教
区
中
に

響
き
わ
た
る
日
々
で
あ

る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

司
教
執
務
室
だ
よ
り

聖

母

賛

歌

ダ
さ
ん
︵
ク
ロ
ア
チ
ア
人
︶
か

ら
神
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ

い
て
勉
強
し
た
。

▼
み
こ
と
ば
と
祈
り
の
集
い

第
十
一
回
目
と
な
る
裏
辻
洋

二
神
父
︵
イ
エ
ズ
ス
会
︶
の
﹁
み

こ
と
ば
と
祈
り
の
集
い
﹂
が
三

月
二
十
六
日
︵
月
︶
と
二
十
七

日
︵
火
︶
の
二
日
間
、
教
区
本

部
で
開
催
さ
れ
、
二
十
人
余
り

の
信
徒
が
祈
り
を
さ
さ
げ
る
ひ

と
と
き
を
持
っ
た
。

▼
池
の
聖
母
像
を
祝
別

和
光
園
教
会
の
池
に
立
ち
、

長
年
信
者
た
ち
を
見
守
り
続

け
て
き
た
﹁
池
の
聖
母
﹂
が

傷
み
が
ひ
ど
く
な
っ
た
た
め
新

し
い
マ
リ
ア
像
に
取
り
替
え
ら

れ
、
三
月
二
十
五
日
︵
日
︶
そ

の
祝
別
式
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ

の
池
の
聖
母
の
も
と
ま
で
車
椅

子
で
通
行
で
き
る
よ
う
に
か

け
ら
れ
た
橋
の
祝
別
式
も
四
月

アン神父が贈ったマリア像
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三
月
二
十
九
日
︵
木
︶
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
十
五
歳
か
ら
八
十
三
歳

ま
で
の
三
十
四
人
で
構
成
す
る

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
合
唱
団
は
、
鹿

児
島
国
際
大
学
の
音
楽
家
の

三
十
五
人
の
学
生
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
バ
ッ
ハ
作
曲
の
﹁
マ
グ

ニ
フ
ィ
カ
ト
﹂
と
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
作
曲
の
﹁
レ
ク
イ
エ
ム
﹂
を

歌
い
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
昨
年
の
四
月
か

ら
毎
週
火
曜
日
に
谷
山
教
会
に

集
ま
り
、
ハ
イ
ル
マ
ン
教
授
︵
鹿

児
島
国
際
大
学
︶
の
指
導
の
も

と
約
二
時
間
の
厳
し
い
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。
二
曲
と
も
と
て

も
難
し
い
曲
で
し
た
の
で
、
ア

ル
フ
ォ
ン
ソ
合
唱
団
の
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
は
高
い
山
に
挑

む
よ
う
な
も
の
で
、
日
曜
日
も

弁
当
持
参
で
練
習
し
て
き
ま
し

た
。幸

い
に
熱
心
な
指
導
者
、
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
に
恵
ま
れ
、
一
歩

一
歩
頂
上
に
近
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
学
生
さ
ん

た
ち
の
若
い
歌
声
に
助
け
ら
れ

て
、
め
で
た
く
本
番
を
歌
い
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ

た
三
十
一
人
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
、
ハ
イ
ル
マ
ン
教
授
と
長

田
教
授
︵
国
際
大
学
・
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
︶
、
国
際
大
学
の
非
常

勤
講
師
の
先
生
方
な
ど
ベ
テ
ラ

ン
の
先
生
と
お
弟
子
さ
ん
た
ち

で
、
歌
っ
て
い
る
私
た
ち
で
さ

え
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
演
奏

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く

の
方
々
︵
仏
教
系
の
方
々
や
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
兄
弟
た
ち
︶

も
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
の

も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

﹁
よ
く
練
習
し
ま
し
た
ね
。

す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
よ
﹂﹁
天

国
か
ら
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
で
し
た
﹂
﹁
会
場
全
体
が

天
国
に
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
し

た
﹂
﹁
Ｃ
Ｄ
と
違
っ
て
魂
が
震

え
る
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま
し

た
﹂
﹁
チ
ケ
ッ
ト
代
が
安
す
ぎ

ま
し
た
﹂
な
ど
な
ど
、
大
好
評

歌

声

で

神

の

国

を

伝

え

る

 

谷
山
教
会
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
合
唱
団

鹿
児
島
市
唐
湊
に
あ
る
高

齢
者
の
共
同
生
活
の
場
﹁
聖
の

郷
﹂
で
は
、
毎
月
第
二
と
第
四

土
曜
日
の
午
前
十
一
時
か
ら
高

齢
者
の
サ
ー
ク
ル
﹁
ゆ
ら
い
あ

い
﹂
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
三

月
二
十
四
日
の
会
で
は
糸
永
名

誉
司
教
さ
ま
が
ミ
サ
を
司
式
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
九
月
に
司
祭
叙
階
六
十

年
の
節
目
︵
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
︶

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
る
司
教
さ

ま
で
す
が
、
こ
の
日
の
ミ
サ
の

説
教
で
は
﹁
神
の
愛
﹂
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
お
話
に
な
り
ま

し
た
。

﹁
神
の
愛
は
人
類
に
独
り
子

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ

れ
た
。
人
間
は
自
ら
の
す
べ
て

を
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
さ
さ
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
愛
に

こ
た
え
る
。
人
と
な
っ
た
神
の

子
キ
リ
ス
ト
は
、
神
か
ら
の
人

類
へ
の
愛
の
贈
り
物
で
あ
る
と

同
時
に
、
人
類
か
ら
神
へ
の
愛

の
お
返
し
で
も
あ
る
。
人
類
に

対
す
る
神
の
愛
と
神
に
対
す
る

人
類
の
愛
と
の
交
歓
が
ミ
サ
に

お
け
る
聖
体
の
聖
別
︵
奉
献
︶

と
分
か
ち
合
い
︵
拝
領
︶
に
よ
っ

て
実
現
し
て
い
く
﹂

以
上
が
糸
永
司
教
さ
ま
の

説
教
の
要
点
で
す
。
ミ
サ
に
あ

ず
か
る
と
き
は
神
の
愛
を
よ
り

確
か
に
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
私
た
ち
は
神
を
知
り

神
を
愛
し
て
い
ま
す
か
ら
、
神

へ
の
お
返
し
に
心
を
十
分
に
込

め
た
感
謝
の
祭
儀
と
な
る
よ
う

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
う
言
え
ば
、
郡
山
司
教
さ

ま
も
加
世
田
教
会
で
の
黙
想
会

に
お
い
て
、
放
蕩
息
子
の
た
と

え
を
例
に
あ
げ
て
神
の
愛
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

郡
山
司
教
さ
ま
が
描
か
れ
た

イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
ら
息
子
と
は

い
え
、
ど
ん
な
に
愛
し
て
い
た

か
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
一
日

も
早
く
息
子
が
帰
っ
て
く
る
の

を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
た

に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
音

信
不
通
の
息
子
の
こ
と
を
案

じ
、
心
休
ま
る
こ
と
の
な
い
父

親
。
そ
し
て
一
日
の
終
わ
り
に

は
深
い
た
め
息
と
と
も
に
﹁
無

事
で
さ
え
い
て
く
れ
れ
ば
⋮
﹂

そ
う
願
い
、
祈
り
を
さ
さ
げ
て

い
る
父
の
姿
、
こ
れ
こ
そ
が
神

の
愛
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
い
う
の

で
す
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
父
の

大
き
な
愛
に
包
ま
れ
て
い
る
の

で
す
ね
。

︵
終
身
助
祭
・
川
口
茂
︶

俳 

句

鹿
児
島
純
心 

山
頭 

信
子

受
難
節
イ
ザ
ヤ
書
読
み
継
ぐ
夕
べ
な
り

鹿
児
島
純
心 

川
上 
 

和

﹁
有
難
う
﹂
と
込
め
た
一
言
桜
咲
く

霧
島
市 

政 

ノ
ブ
子

お
御
堂
に
花
び
ら
舞
い
て
ミ
サ
の
鐘

愛
光
園 

春
山
マ
リ
子

友
だ
ち
に
な
り
た
い
花
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

鹿
児
島
市 

徳
永
ノ
ブ
子

お
祝
日
卵
い
た
だ
く
イ
ー
ス
タ
ー

出
水
市 

沖 
 

弘
子

心
の
灯
点
さ
れ
祝
ふ
復
活
祭

ザ
ビ
エ
ル
教
会 

上
野
千
穂
子

な
ぜ
な
の
と
十
字
架
見
て
問
う
孫
娘

短 

歌

愛
光
園 

春
山
マ
リ
子

好
き
に
な
る
人
は
誰
し
も
亡
く
な
り
て
た
だ
祈

る
は
自
分
の
ハ
ー
ト

鴨
池
教
会 

前
田 

儀
子

テ
ン
ト
よ
り
仰
ぐ
高
原
の
夜
の
空
に
満
ち
た
る

星
は
神
の
た
ま
も
の鹿

児
島
純
心 

川
上 
 

和

細
い
月
金
星
木
星
列
を
な
す
く
し
き
大
空
御
業

の
光

霧
島
市 

市
来 

房
枝

英
会
話
学
び
続
け
て
十
年
目
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の

師
に
巡
り
合
ふ

芸

文

の
う
ち
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
神
様
に
感
謝

で
す
。
教
会
に
な
れ
親
し
ん
だ

学
生
さ
ん
た
ち
、
聴
き
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
の
心
に
音
楽

を
通
し
て
ま
か
れ
た
福
音
の
種

子
が
、
い
つ
か
豊
か
な
実
を
結

び
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
て
い
ま

す
。

﹁
遮
ら
れ
て
﹂
と
訳
さ
れ
た
言

葉
は
、
原
語
に
は
﹃
支
配
す
る
・

固
執
す
る
﹄
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
一
緒
に

い
る
方
が
イ
エ
ス
様
だ
と
気
付

か
な
か
っ
た
理
由
は
、
二
人
の

弟
子
た
ち
が
復
活
を
信
じ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
十
字
架
上
で
亡

く
な
っ
た
、
と
い
う
悲
し
み
に

囚
わ
れ
て
い
た
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
次
に
、
弟
子
た
ち

が
イ
エ
ス
様
だ
と
気
付
い
た
の

は
、
イ
エ
ス
様
が
﹁
パ
ン
を
裂

い
て
お
渡
し
に
な
っ
た
﹂
と
き

で
す
︵
24
・
30
︶
。
こ
こ
で
﹁
裂

い
て
﹂
と
役
さ
れ
た
言
葉
﹃
ク

ラ
ー
サ
ス
﹄
は
英
語
の
ク
ラ
イ

シ
ス
︵c

r
i
s
i
s

︶
の
語
源
と

な
っ
た
言
葉
で
す
。
確
か
に
、

ク
ラ
イ
シ
ス
と
言
え
ば
﹁
危

機
﹂
を
意
味
し
ま
す
が
、
ギ

リ
シ
ャ
語
で
は
英
語
に
は
な

い
﹁
運
命
を
分
か
つ
﹂
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
良
く
な
い
方
向
に
分
か

れ
れ
ば
﹁
危
機
﹂
と
な
り
ま

す
が
、
良
い
方
向
に
分
か
れ

れ
ば
﹁
新
た
な
展
開
﹂
と
い
う

意
味
に
な
る
の
で
す
。

イ
エ
ス
様
が
パ
ン
を
裂
く

前
、
二
人
の
弟
子
た
ち
の
心
は

悲
し
み
や
落
胆
に
支
配
さ
れ
て

い
た
状
態
だ
っ
た
と
言
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ

目
の
前
に
い
る
方
が
イ
エ
ス
様

だ
と
は
気
付
か
な
か
っ
た
の
で

す
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
様
が
パ

ン
を
裂
い
た
と
き
、
目
の
前
に

い
る
方
が
イ
エ
ス
様
だ
と
気
付

い
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
、
彼

ら
の
心
は
イ
エ
ス
様
の
死
に
対

す
る
悲
し
み
や
落
胆
か
ら
、
復

活
や
み
言
葉
を
信
じ
る
信
仰

へ
と
新
た
な
道
が
開
け
た
の
で

す
。ミ

サ
で
は
司
祭
が
会
衆
の

前
で
パ
ン
を
裂
き
ま
す
。
私

た
ち
が
ミ
サ
で
さ
さ
げ
る
悲

し
み
や
苦
し
み
も
、
﹁
パ
ン

を
裂
く
﹂
こ
と
を
通
じ
て
新

た
な
展
開
を
見
せ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
、

私
た
ち
の
心
が
あ
ま
り
に
も

頑
な
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
気
付
か
な
い
だ
け
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

イ
エ
ス
様
は
い
つ
も
司
祭
の

手
を
通
し
て
パ
ン
を
裂
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

復
活
祭
に
な
る
と
必
ず
読
ま

れ
る
﹁
エ
マ
オ
へ
の
旅
人
﹂︵
ル

カ
24
・
13
～
31
︶
で
す
が
、
な

ぜ
、
二
人
の
弟
子
た
ち
は
イ

エ
ス
様
に
気
付
か
な
か
っ
た

の
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
を

持
た
れ
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
現
実
に
は
あ

り
得
な
い
よ
う
に
思
え
る
話
で

す
が
、
福
音
書
中
ル
カ
に
し
か

描
か
れ
て
い
な
い
こ
の
箇
所
か

ら
、
ル
カ
独
自
の
神
学
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

さ
て
、
﹁
二
人
の
目
は
遮
ら

れ
て
い
て
、
イ
エ
ス
だ
と
は
分

か
ら
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
言
葉

に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で

ス
ー
さ
ん
︵
鈴
木
助
祭
︶
の
や
さ
し
い
み
こ
と
ば

パ
ン
を
裂
く―

エ
マ
オ
へ
の
旅
人
か
ら―

聖母行列のご案内

風薫るさわやかな 5 月、聖

母月最後の土曜に鹿児島純心

女子学園では、マリアさまを

称えて聖母行列を行います。

生徒、学生、教職員が世界

の人々と心を合わせて平和を

祈ります。

記

日 時：5 月 26 日（土）10 時

～ 11 時 30 分

場 所：鹿児島純心女子学園

（唐湊キャンパス）

問合先：鹿児島純心女子学園

� 099-254-4121

第11回日本カトリック障害者連絡協議会

30周年記念―名古屋大会―

信仰において障害を受けとめるとは

神の国はあなたがたの間にある

2012 年 7月14日（土）・15日（日）
愛知県産業労働センター ウインクあいち

参加費：5,000円（15日だけの参加は2,000円）

締 切：6月 13 日

主 催：日本カトリック障害者連絡協議会

30 周年名古屋大会実行委員会

出席希望の方は、教区の窓口「パッションの

会」までご連絡ください。

副会長 久保孝子 � 099（254）8617

事務局 徳永善博 � 090-3669-0423

み
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ

神

さ

ま

の

愛

に

つ

い

て


